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指定管理者による公の施設の管理運営状況 

平成３０（２０１８）年度 

施設名 栃木県立宇都宮産業展示館（通称 マロニエプラザ） 

施設所管課 産業労働観光部観光交流課 

指定管理者 大高商事グループ 

・株式会社大高商事（法人番号1060001000967） 

・藤井産業株式会社（法人番号2060001003812） 

・株式会社五光宇都宮店（法人番号4060001001649） 

・株式会社下野新聞社（法人番号3060001002210） 

指定期間 平成２６（２０１４）年４月１日～平成３１（２０１９）年３月３１日 

 

１ 施設の概要 

施設所在地 栃木県宇都宮市元今泉６丁目１番３７号 

施設の概要 

 

 

 

 

①敷地面積：28,453.75㎡ 建物面積：7,357.06㎡ 

②宿泊室：なし 

③展示場：大展示場、小展示場、展示ホール 

④その他：大会議室、小会議室、特別会議室、屋外展示場、レストラン 

⑤駐車場：収容台数 乗用車５００台、バス１０台 

業務内容 

 

 

①展示館の施設の維持管理に関する業務 

②有料施設の利用の許可に関する業務 

③展示館の運営に関する業務 

 

２ 収支の状況 

平成３０（２０１８）年度                                                        （千円） 

収入  支出 

指

定

管

理

※2 

 指定管理料 0  

 

 

 

 

指

定

管

理

※2 

 事業費 0 

 利用料金収入  152,455  管理運営費 89,710 

 その他収入※１ 1,693  人件費 22,356 

   その他支出※１ 36,743 

 合計 154,148  合計 148,809 

指定管理業務収支差額① 5,339   

自主事業  9,333  自主事業 6,648 

自主事業収支差額② 2,685   

収支差額（①＋②） 8,024   

備考（※１ その他収入の主なものを記載） 

・光熱水費     1,193千円 

 

 

 

備考（※１ その他支出の主なものを記載） 

・県への納付金  29,829千円 

・租税公課      6,914千円 

※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

平成２９（２０１7）年度（前年度）                                               （千円） 

収入  支出 

指

定

管

理

※2 

 指定管理料 0  

 

 

 

 

指

定

管

理

※2 

 事業費 － 

 利用料金収入  173,951  管理運営費 94,267 

 その他収入※１ 1,225  人件費 22,356 

   その他支出※１ 43,773 

 合計 175,176  合計 160,396 

指定管理業務収支差額① 14,779   

自主事業  9,692  自主事業 6,743 

自主事業収支差額② 2,949   

収支差額（①＋②） 17,729   

備考（※１ その他収入の主なものを記載） 

・光熱水費 858千円 

 

 

備考（※１ その他支出の主なものを記載） 

・県への納付金   28,800千円 
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  ・租税公課費      14,973千円 

 

※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

３ 利用状況 

施設名 

 

 

 

平成２９（２０１７）年度 

（前年度） 

平成３０（２０１８）年度 

 

 

大展示場 

 

 

 利用可能日数 350.0日 351.0日 

  利用日数 231.0日 211.0日 

  利用率 66.0% 60.1% 

  利用者数 123,891人 126,870人 

 

小展示場 

 

 

 利用可能日数 350.0日 351.0日 

  利用日数    224.5日 221.0日 

  利用率      64.1% 62.9% 

  利用者数    46,827人 42,085人 

 

展示ホール 

 

 

 利用可能日数 350.0日 351.0日 

  利用日数    244.5日 199.5日 

  利用率      69.9% 56.8% 

  利用者数    21823人 12,747人 

 

会議室 

 

  利用可能日数 350日 351.0日 

  利用日数 661.5日 627.0日 

  利用率 180.4% 178.6% 

   備考（※ 会議室利用日数は、大会議室・小会議室・特別会議室の利用日数合計） 

 

４ サービス向上に向けた取組 

・県産業を振興し、地域経済の発展に寄与するため、ものづくり企業展示商談会や県内経済団体の活

動を支援する自主事業を実施した。 

・県内のプロスポーツクラブを活用した地域活性化を図る活動の支援事業として、とちぎプロスポー

ツ祭りを実施した。 

・県民への感謝と、栃木県産品や農産物の販売協力を目的としたマロニエプラザ感謝祭を開催した。 

・施設利用促進を図るため、道路沿いに「毎月の催物案内」と「館内施設の案内」を掲示するととも

に、毎月の催し案内を下野新聞へ広告掲載を行い、主催者へのサービスと施設の広報を行った。 

・備品について点検を強化し常にベストな状態で貸し出しができるように維持管理を行った。 

 

５ 利用者意見への対応 

利用者意見の把握方法  

・アンケートの実施 

  ・利用者（イベント主催者）にアンケート用紙を配布し回答を求めた。 

 

 

 

 

 

  

       

 

 主なアンケート項目 

 

 良い 

 

おおむ

ね良い 

 

 普通 

 

やや改善 

 

改善求む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手続きの円滑さ 

 職員の対応 

 利用料金 

 

 

  84.8% 

  91.1% 

  12.0% 

 

  8.9% 

  6.3% 

  19.9% 

 

   4.2% 

   2.6% 

  57.1% 

 

    1.6% 

    0.0% 

    7.3% 

 

    0.5% 

    0% 

    3.7% 

      

   ・メインホールに来場者（イベント参加者）向けアンケートコーナーを設置した。 

 主な利用者意見（苦情・要望）  対 応 

・毎年駐車場が足りず、近隣の駐車場を借りている。

駐車スペースを増やしてほしい。 

・トイレを早く洋式にしてほしい。 

 

・要望は、県に報告する。 

 

・サブホール女子トイレ・大展示場北東男子

トイレの洋式化工事を実施した。 
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・備品関係の錆や色あせが気になった。備品関連のリ

ニューアルを検討してほしい。 

・トイレ(大)の荷物置き場かフックがあるといい。 

・展示ホールの床がペコペコしており、改修したほう

がいい。 

・小展示場の空調の調整ができない。 

 

・要望は、県に報告する。 

 

・トイレ内にフックを設置した。 

・県に改修工事を要望している。 

 

・設備の構造上、小展示場単独の空調の温度

調整ができない。 

 

 主な利用者意見（積極的評価） 

・スタッフにはたいへん迅速に気持ちよく対応してもらっています。 

・受付職員の対応が良いといつも感じています。 

・いつも気持ちよく利用させていただいております。 

・丁寧に対応していただきありがとうございました。 

・いろいろな要望に心よくご対応していただき、大変感謝しております。 

・駐輪場設営など柔軟に対応いただき大変助かりました。 

・様々なアドバイスをいただき、無事終了できました。次の利用も検討させて頂きます。 

・冷蔵庫の設置が大変便利で助かっています。 

・使いやすかった。他のイベントと共催であったが問題なく利用できました。 

・今回も手続きや会場使用時もスムーズに行うことができました。ありがとうございました。 

・研修会の時間延長にも気持ちよく対応していただき大変感謝いたします。 

 

６ 指定管理者による自己評価 

  成果のあった取組・積極的に取り組んだ事項・利用者満足度向上への取組 

・新規利用者獲得のため企業向けパンフレットや企画書を作成し、企業訪問等の営業活動を行った。 

・施設の利用状況に応じ、照明の一部を点灯しないなど節電をしている。 

・日頃から、経費削減の意識を持って業務にあたっている。 

・電力会社変更による料金割引、契約電力の引き下げ等により光熱水費が大幅に削減が図れた。 

・消防法に従い、年２回消防・避難訓練を行い、関係者全員に対し平素より防火・防災の意識付けを

徹底させた。 

・多くの利用者から館内清掃が行き届いているとの評価を得ている。 

・小展示場でのコンセント利用の増加により、コンセント口増設工事を実施した。 

・展示場内のコンセント抜け止め工事を実施した。 

・サブホールトイレの使用可否の確認のため、LED個別表示灯を設置した。 

・大展示場北東男子トイレの洋式化工事を実施した。 

・利用者のニーズにより、主催者控室・商談室に冷蔵庫を設置した。 

・特別会議室の机が重く移動しにくいため、机にキャスターを取り付けた。 

平等利用、収益確保に向けた取り組み   

・利用受付については先着順を基本とし、会場規模に応じた受付を行い、利用者の平等を確保した。 

・利用規程を厳守するため、主催者から利用目的や利用方法などをよく聴取した後、利用を許可して

いる。 

・日頃より適切な経費の支出と展示館の利用率アップを図ることにより適切な収益を確保できた。 

・スタッフの自主事業の実施による経験等を、主催者への適切なアドバイスを行ったことにより、主

催者から高評価を受けた。 

  今後改善・工夫したい事項 

・利用者に満足いただけるサービスの強化に努め、常にスタッフ全員が親切・丁寧・迅速な対応に努

めていく。 

・景気の動向によりイベントの中止、規模や会期の縮小があり、平日の展示館の利用について企業に

提案しながら地道な営業活動を行っていく。 

・施設・設備については、老朽化が顕在していることから、日頃から監視を強化して事故の発生を未

然に防止するとともに、迅速な修繕・補修を行っていく。 

・貸出備品については、点検を強化し常にベストな状態で貸し出しができるよう維持管理を行い、必

要に応じて更新に努める。 
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７ 所管課室による評価                                                                       

項目 評価の内容 確認内容・所見等 評価 

 

１．住民の

平等利用の

確保 

 

 

 

 

①住民の平等利用が確保されたか 

 

施設利用申込みは先着順が徹底されて

いる。 

 

Ｃ 

②使用許可に関する権限が適正に行使

されたか 

諸規定に基づき、適正に行使されてい

る。 

 

 

Ｃ 

③高齢者、障害者等に対する配慮はな

されたか。また、平等利用が確保でき

ない場合の対応は適切か 

洋式トイレの改修を行う等、高齢者や

障害者等が利用しやすい環境づくりに

努めている。 

 

 

 

Ａ 

 

２．施設の

効用の最大

限発揮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設の設置目的に沿った業務実施が 

なされたか 

施設の設置目的を十分に理解した業務

内容である。 

 

Ｂ 

 

②施設の利用促進、県民サービスの向 

上が図られたか 

毎月の催物を道路沿いに掲示するとと

もに、新聞へ広告掲載を行い、幅広く

イベント及び施設の広報をＰＲしてい

る。 

 

 

Ａ 

③利用者満足度を把握し、満足度の向

上が図られたか 

利用者及び来館者からアンケートを回

収し、満足度を把握して管理運営への

反映に努めている。 

 

Ｂ 

 

④利用者からの意見、苦情に対して 

適切な対応がなされたか 

利用者及び来館者からアンケートを回

収し、個々の意見等に丁寧に応えてい

る。 

 

Ｂ 

 

⑤施設、設備、備品の維持管理や安 

全管理は適切になされたか 

自己負担で実施する小破修繕への対応

が早く、安全面への配慮が徹底されて

いる。 

 

Ｂ 

 

⑥指定管理者の創意工夫により業務改

善等がなされたか 

 

利用マニュアルを分かりやすくし、施

設利用者の円滑な利用に努めている。 

 

 

Ａ 

 

３．管理を

安定的に行

う物的人的

基礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①組織体制は適正か 

 

６名体制の勤務ローテーションを組ん

でおり、勤務実態は適正である。 

 

Ｂ 

 

②収支は適正でバランスがとれたもの

か 

日頃から適切な経費の支出と利用率の

増加を図っており、良好な収支状況で

ある。 

 

Ｂ 

 

③経費の縮減に取り組まれてきたか 

 

消耗品費や印刷製本等の削減及び照明

の節電に積極的に取り組んでいる。 

 

Ｂ 

④人材育成は適切に実施されている 

か 

マナー研修等を実施しており、来館者

からの評価も高いことから、適正に実

施されている。 

 

Ａ 

 

⑤危機管理体制（事故、緊急時の対応

）は確保されているか 

マニュアルに基づき適正に確保されて

いる。 

 

Ｂ 

 

⑥県や関係機関との連携体制は確保さ

れているか 

 

綿密に情報共有を行い、良好な関係を

築いている。 

 

 

Ａ 

 

４．個人情

報保護 

 

 

①個人情報の保護についての措置が計

画通り実施されているか 

 

規定に基づき、計画通り実施されてい

る。 

 

Ｃ 

 

②情報公開は適切になされているか 情報公開事務処理要領を制定している

。なお情報公開の事例なし。 

 

 

Ｃ 
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５．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設の特性にふさわしい自己評価が

なされているか 

施設の特性を十分に理解しており、今

後の取り組むべき事項が明確である。 

 

 

Ｂ 

②自主事業が計画通りに実施されてい

るか 

適正に実施されている。 

 

 

 

Ｂ 

 

③イベント等を実施している場合は、

地域との連携が図られているか 

地域と一体となってイベントを実施し

ている。 

例）マロニエプラザ感謝祭 

 

Ａ 

 

④環境への配慮（騒音・公害対策、ご

み削減等）がなされているか 

管理運営側及び施設利用者、来館者に

対して環境への配慮を呼びかけ、実施

している。 

例）ＨＰ上での公共交通機関利用の呼

びかけ 

 

 

 

 

Ｂ 

⑤その他管理運営上の特記事項 

 

特になし。 

 

 

－ 

 

 

総合的な評価 

・定額納付金は計画通どおり納付しており、利益分配金も納めるなど、県の歳入増に貢献している。 

・スタッフの対応について利用者からの評価は高く、イベント主催者側に立ったアドバイス、サービ

スが行われている。 

  ※「評価」欄には、以下の指標により判定した結果を記載すること。                              

     Ａ：事業計画に対して極めて優れた取組となっている。                                       

     Ｂ：事業計画に対して優れた取組となっている。                                             

     Ｃ：事業計画どおりの取組となっている。                                                   

     Ｄ：事業計画に対して劣る取組となっている。                                               

     Ｅ：事業計画に対して極めて劣る取組となっている。                                         


